第65回総会説明文　H24・5・26

６　報告事項

議　長　　（４）会務報告　

　　　　　　　
　　　　　総会資料が、事前に配布されていますのでなるべく簡明に御願いします。

専　務　　　
只今議長が申されました通り、事前に会務報告書が皆様の御手元に届いており、年間スケジュールに関しましては既に目を通されていると思いますので19ページ以降は割愛させて頂きます。

　　　　　　　
会員数につきましてご報告いたします。（Ｐ１8）

岩見沢方面会63名・三笠方面会2名・栗山方面会23名・夕張方面会5名となっており現在93名の会員数です。

また、三笠方面会より佐々木規雄先生が岩見沢方面会へ昨年8月移動しており、三笠方面が２名となっております。
続きまして本年開催されます野球大会の件ですが、本年は第63回北海道歯科医師野球大会が7月7・8日に釧路にて開催されます。

野球部遠征の助成金として、その他事業の事業費支出の福利厚生費より10万円を支出する事を理事会にて承認されましたので御報告いたします。
今年度の開催地は釧路ですが、プレーされない先生も是非応援に駆けつけていただければ選手も上位を目指し頑張れると思いますので、ご声援宜しくお願いします。

７　議決事項

議　長【第3号議案・第4号議案】

次に第3号議案・第4号議案を一括上程致します。

それでは第3号議案の『平成24年度事業計画(案)に関する件』の提案理由を各部長よりお願い致します。

　　　　法人改革を進めるに当たり、従来開催して参りました事業の仕分けが
行われ　継続事業１、継続事業２、その他事業、法人事業の４項目に分
類されました。

これにより従来会務報告に掲載していた各方面会事業につきましては本

会事業に該当しませんので掲載いたしておりません。

継続事業１：地域住民の歯・口腔の健康増進、公衆衛生の向上を図る事業　

継続事業２：学術関連事業を通じて歯科医師等の資質向上を図る事業

その他事業：会員の福利厚生等を図る共益事業

法人事業　：法人としての事業

※　予算書につきましては新旧を比較していただくために両方を提示いたしました。P16収支予算書の内訳表がP17収支予算書内訳表となり、勘定科目にそれぞれ　継続事業１・継続事業２・その他事業・法人事業　と分類されております。

予算は、それぞれの事業において按分にて金額が振り分けられています。
これに関しては後ほど、新日本監査法人公認会計士　井戸先生と顧問税
理士飯田先生より説明を頂きます。
専　務　
それでは御説明いたします。
総　務　　（総務事業費75万円）
　総務部といたしまして、１．総務関係及び２．医道高揚関係をご説明いたします。
　１．総務関係

１）諸会議

①通常総会開催　１回　　　（本日開催いたしております。）
　　②臨時総会開催　１回と事業計画に記載されておりますが、状況
によっては２回の開催が必要となる場合が御座います。

　　③理事会開催　　　毎月開催いたします
　　④三役会開催
　　⑤選挙管理員会開催　次年度は改選年度となりますので選挙管理
委員会の開催が必要となります。
　　⑥定例監査
　　⑦定款改正委員会開催　定款改正後も定款施行規則、内規等の整
備が必要となります。江島定款改正委員長はじめ、定款

改正委員会の方々には引き続き宜しくお願い致します。
　　⑧総務部会

２）その他事業

　　①理事会・会員メーリングネットワークに関する事項

　　　理事・監事はほとんどがネットワーク参加出来るようになり、

ネット上での意見交換が行えるようになりました。

同時に会員相互のネットワークを整備したいと思います。
②法人制度改革に関する事項

③会員の福祉厚生に係わる事業の助成

④未入会会員対策　　総務関係の事業となっておりますが、岩歯

全体で取り組む対策と考えております。　　　
２．医道高揚関係

　　　　　１）表彰者披露式典（各表彰者、終身会員）

　　　　　　　本年12月予定の忘年会時に開催いたします。
２）医道高揚に関する事項

　　　　
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

○三師会新年交礼会（岩歯担当　平成2５年１月予定）
○道央北ブロック会議対応（空知歯科医師会担当）

○行政及び関係機関との懇談　

衛生士会・技工士会・医師会は元より市長・教育委員会・保健所・岩見沢市PTA連合会などとの懇談会を持ち口腔衛生事業の理解と協力を求めて行くものです。

　　　　。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。　　　

『第５号議案　法人改革に伴う定款改正に関する件』
　　　　　
　定款改正に関しましては昨年、定款改正準備員会を立ち上げ、北

海道庁とやり取りを行ない、ほぼOKの内容まで作成致しましたが、

新日本監査法人公認会計士井戸先生の指導をいただき、より完成度

の高い定款となりました。

その後、定款改正委員会を立ち上げ、江島俊昭先生に委員長をお願

いいたしております。

改正定款を委員会に提出し内容の可否を御審議いただきました。

江島定款改正委員長より御報告お願い致しますが、詳細につきまし
ては、新日本監査法人公認会計士井戸先生より後ほど説明をお願い
致します。
平成24年度連盟総会説明文　H24・5・26
議　長　　　　次に第2号議案『平成24年度会費賦課徴収法（案）に関する件』
　　　　　　　を上程いたします。
　　　　　　　提案理由を九津見常任理事おねがいします。
　　　Ｐ３
九津見　　　　　第２号議案『平成24年度会費賦課徴収法（案）に関する件』についてご説明いたします。
　　　　　　　　連盟岩見沢支部は、会員相互の協力により歯科医師の業権の確保と、その発展とを図り、医療体制を整えるために、より一層の政治活動を推進する事を目的としており、その活動費用として会費が必要であると考えております。
　　　　　　　　会費につきましては、昨年同様、一医療機関6000円です。
又、勤務医、家族医には会費を頂かない方針です。
